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【エッセイ・回顧】

 
国文学専攻の黄金期

―愛知大学文学部文学科と文学専攻科での懐かしき日々―

愛知大学文学部文学科 昭和 62 年卒 久野 かおる 
 
はじめに

「国文学」という語は、死語になってし

まうのだろうか。国文学の分野において権

威ある学術雑誌『國文學』（学燈社）が 2009
年に休刊、続いて『国文学 解釈と鑑賞』

（至文堂）が 2011 年に休刊になったと聞

いた時は驚いた。昨今の文部科学省の動向

を見ていても、理工系学部重視の傾向にあ

り、文学部はどうなるやら存続すら心配に

なってしまう。 
かつて愛知大学文学部文学科には、五つ

の専攻（国文学、中国文学、英文学、独文

学、仏文学）があり、どの専攻も 1 学年の

学生数は 45 名程であった。そして、文学

部には学部卒業後に入学できる文学専攻科

国文学専攻（学生数は若干名）があった。 
文学科の各専攻は、学生数が少ないおか

げで、常に先生がたの身近でご指導を受け

ることができた。国文学専攻には、上代か

ら現代文学に至るまで、国文学と国語学を

専門とする先生がたがいらっしゃり、私の

在学時はまさに国文学専攻の黄金期だった

のではないだろうか。 
2019 年になり、間もなく改元を迎え、平

成が終わる。私は昭和 58 年 4 月に愛知大

学文学部文学科（国文学専攻）に入学し、

昭和 62 年 3 月に卒業した。学籍番号は

58L4615。そして、昭和 62 年 4 月に文学

部文学専攻科国文学専攻に入学し、昭和 63
年 3 月に修了した。学籍番号は 62国専１。

昭和64年1月7日に昭和天皇が崩御され、

時代が昭和から平成に移った時、私はまだ

愛知大学にいた。文学専攻科を修了した昭

和 63 年に、短期大学部に留学生別科が開

設され、先生がたのお導きにより非常勤講

師として日本語教育に携わる機会を得たか

らである。その後、17 年も非常勤講師とし

てお世話になった。 
2020 年には東京オリンピックが開催さ

れる。1964 年 7 月生まれの私にとっては 2
度目の東京オリンピックである。時の流れ

は実に速いものだ。私が現在も日本語教師

として業務に携わることができている礎は

愛知大学の先生がたによって作られたもの

である。 
私は、私の記憶がぼやけてしまわないう

ちに、愛すべき、尊敬すべき先生がたのエ

ピソードをお伝えしたいと思った。拙稿は

私の個人的な出来事と記憶によるものなの

で、卒業生の皆様からお叱りを受けること

は覚悟しているが、皆様の学生時代を振り

返るきっかけとなれば幸いである。 
 
１．久曽神昇先生‐運命的出会い

愛知大学に入学された皆様は、そもそも

どうして愛知大学を選ばれたのだろう。実

は、私は高校 3 年生の 11 月まで愛知大学

の存在を知らなかった。仲の良かったクラ

スメートのお父様が名古屋市立の小学校の

校長先生をしていらっしゃり、専門教科は

国語で、「国文学を勉強するなら、愛知大学

がいい」とおっしゃっていると聞き、「愛知

大学？どこにあるの？」と初めて存在を知

ったのである。当時の私は愛知教育大学に
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進学し、中学校の教員になることを夢見て

いた。しかし、共通一次試験で点数が振る

わず、国立大学なんて夢のまた夢という結

果であった。国語の他に、英語と家庭科も

好きだったので、大学受験は外国語学部や

ら家政学部やら統一性なく受験した。 
すでに合格していた大学もあったのだが、

愛知大学を受験してみようと思った。父は

豊橋まで通学するのは大変だという理由で、

愛知大学の受験にはいい顔をしていなかっ

たのだが、祖母と母が私の思うようにさせ

てくれた。昭和 58 年 1 月、私は母ととも

に豊橋校舎を見に行った。母も私も豊橋へ

行くのは初めてのこと。名鉄電車に乗って、

岡崎を過ぎ、本宿あたりになると、車窓に

木々がぐんと迫ってくる箇所があり、「何？

このすごい所、名電山中？名電赤坂？」と

思いながら豊橋駅に着いた。駅を出て、右

へ行くと、豊橋鉄道渥美線の乗り場があり、

何ともローカルな電車に揺られて大学前

（現在は、愛知大学前）で降りた。目の前

に愛知大学の副門があり、思っていたより

も通学しやすいことがわかり、ほっとした。

ちょうど、浜松からお父様と娘さんの親子

も下見に来ていて、互いに門の中に入って

いいものかどうかきょろきょろしていた。

その時、風呂敷包みを持ったスーツ姿の年

配の男性が足取りも軽やかに副門を出て来

られた。 
浜松から来ていた親子のお父様のほうが、

その方に「先生さんですか？」と声をかけ、 
受験の下見に来たという事情を話してくだ

さった。その先生は、にこやかに「よくい

らっしゃいました、どうぞ、どうぞ」と言

って、私たち 4 人を招き入れ、図書館の前

を通って 2 号館のあたりまで、こちらが「も

うけっこうですから」と言うまで丁寧に案

内をしてくださり、別れ際に「一生懸命勉

強してから来てくださいね」とおっしゃっ

た。その時、私は強く願った。この大学に

入りたい。 
愛知大学文学部の受験日はたしか昭和

58 年 2 月 11 日、受験番号は 10317、受験

室は 2号館 222教室で座席は中央列の前か

ら 2 番目だった。大した受験勉強もしてい

なかったので、気負うことなく問題に取り

組み、休憩時間に周りの受験生がさっきの

問題の答えはああだこうだと言っているの

を聞いて、「えっ？私の答えと違う」と思い

ながらも特に焦りもしなかった。 
合格通知をもらい、父の許可を得て、愛

知大学に入学することになった。入学式は

豊橋勤労福祉会館（現在のアイプラザ豊橋）

で行われた。ぼんやり壇上を見ていた私は、

学長告示の段になって、飛び上がるほど驚

いた。「あの時の先生だ、学長だったんだ」

何しろ愛知大学のパンフレットも見ずに受

験したのだから、私は学長のお名前もお顔

も知らない浅はかな受験生だったのだ。こ

れが久曽神昇先生との出会い。今でも鮮や

かな思い出だ。 
2 号館 1 階の国文学研究室で新入生歓迎

会が開かれた時に、久曽神先生が顔を出さ

れたのでびっくりした。学長がこんな所ま

で来てくださるのだ。国文学専攻の私たち

にとって、雲の上の大研究者。しかし先生

は私たちのレベルに降りてきて話をしてく

ださった。 
久曽神先生の講義は、「久曽神節」と言わ

れた名口調で話されるので、耳心地が良く、

受講していて楽しかった。1 年次の一般教

養科目「文学 1 部 A」（月曜日 2 時限）の

テキストは、久曽神昇著『国文学の教養』

（風媒社 1968 年）であったが、「古事記」

の天の岩戸の神楽の場面（天鈿女命の動作）

と「源氏物語」宇治十帖の浮舟のくだりは

特に印象に残っている。 
2 年次の「国文学概論」（土曜日 2 時限）

の授業開始前、その日がちょうど先生のお

誕生日だったらしく、国文学専攻の同期が
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バースデーケーキを教卓に置いた。先生は

教室に入って来られ、教卓に置かれている

ケーキをしばしご覧になると、「おやまあ、

ありがとう」と笑顔でおっしゃった。 
文学専攻科で先生の講義を受けた時も、

留学生別科の非常勤講師となり短期大学部

講師室でご一緒した時も、久曽神先生はい

つも穏やかに微笑んで、私たちを見守って

いてくだった。 
 
２．津之地直一先生‐歌を詠む

私は「国文学」を知りもせず、愛知大学

に入学してしまった。昭和 58 年 4 月 16 日

（土）、17 日（日）に一泊二日で国文学専

攻の「フレッシュマンセミナー」があり、

新入生全員と 2 年生から 4 年生の先輩がた

（世話係）と国文学の先生がたとが、鳳来

町学童農園山びこの丘へ行った。二日目の

帰り際に、歌を 3 首詠み、津之地先生に提

出することになり、新入生たちは必死に歌

を作った。晴れやかに提出して帰る仲間を

横目で見ながら、「これが国文の試練か」と

思った。 
津之地直一先生は万葉集研究の第一人者

でいらっしゃったが、1 年次の専門教育科

目「国語講読」（金曜日 3 時限）のテキス

トは『集注古今和歌集選』（桜楓社 昭和

40 年）だった。先生が指名し、学生が一首

ずつ順にテキストを音読し、先生が注釈を

加えられるという形態で授業が進んでいっ

た。 
ある日の授業で、私はテキスト 74 ペー

ジの歌が回ってきた。「題しらず 素性法

師」、私は思わず「すじょうほうし」と読ん

でしまった。教室中がしんと静まり、次に

ざわめいて、「えっ？知らんの？」などとけ

っこう大きい囁き声が聞こえた。国文学専

攻の学生たちは、もともと古文（国文学）

が好きで、国文学を勉強したくて入学して

来た人ばかりだったと思う。私のようなド

素人がいようとは衝撃だったのだろう。「あ

あ、ばれちゃった」化けの皮ははがれるも

のである。津之地先生もさぞ驚かれたこと

だろう。穏やかに、「そうとも読めますけど

ね」とおっしゃったので、「すみません、そ

せいほうしです」と答えた。その後、私に

順番が回ってくるたびに、また何か言うの

ではないかと教室中が息をこらえて聞いて

いた。 
夏休みの課題は歌を 5 首詠んで、歌の背

景をまとめ提出すること。「また歌か」と思

ったが、先生は学生たちの歌を添削して、

毎年「愛大 アララギ」に掲載してくださ

った。感じたことを素直に言葉にしてみれ

ばよい。先生の添削から学んだことである。 
津之地先生は、国文学研究室思い、学生

思いの方で、毎年「津之地杯」という野球

大会だかソフトボール大会だかが開かれ、

研修旅行も引率していらっしゃった。 
4 年生の「演習」（ゼミ）の指導教授は山

内啓介先生だったが、山内ゼミの卒業旅行

の目的は、津之地先生のご出身地、九州へ

行き、先生のご生家を探してくる、ことで

あった。あれは山内先生と安井君の強い思

いからだろう。旅行後、現地で撮って来た

写真を先生にお見せして、報告した。 
津之地先生は、私が短期大学部留学生別

科の非常勤講師となってから、留学生別科

のクリスマス会に来てくださったこともあ

った。 
昭和 64 年 1 月 7 日、昭和天皇が崩御さ

れた日の夜、国文学専攻の新年会があり、

『日本全国歌人叢書 109 集 津之地直一

集‐塔之原』（近代文藝社 1990 年）が刊

行されることになったということが話題と

なっていたように思う。 
津之地先生とのお別れは、平成 6 年 11

月 27 日に先生のご葬儀に参列し、ご出棺

をお見送りした時である。棺の中の先生の

お顔を拝見し、あちらの世界に旅立たれた
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のだと涙がこぼれた。 
 
３．哲学の森

愛知大学豊橋校舎には「哲学の森」とい

う場所がある。副門を入って右手の少々薄

暗く、風流な松の木が生い茂る憩いの場で

ある。毎年春になると、哲学の森の脇にた

んぽぽの花が咲いていた。何坪ぐらいの広

さだったか、一面に黄色いたんぽぽが咲い

ている様子は、たんぽぽの絨毯のようで圧

巻だった。残念ながら、今は整備されて花

は咲いていないかもしれない。 
大学に入学してすぐの頃、一般教養科目

「生態学 A」の授業で山下善平先生が、「愛

知大学には西洋たんぽぽと東海たんぽぽが

どちらも生息している、ここは分岐点だ」

なんて静かに力説し、葉っぱを見せてくだ

さった。西洋たんぽぽの葉っぱはギザギザ

していて、東海たんぽぽの葉っぱは柔らか

な曲線を帯び、やさしい形だと思った。 
豊橋校舎の学内にある植物は種類も豊か

だった。副門を入った所にある桜は、毎年

見事に満開になるし、研究館（現在は、そ

よかぜ広場）の入口にあった紅葉は秋にな

ると紅く輝いていた。夏になると、蝉の声

が恐ろしいほど響いていた。「哲学の森」に

は枇杷の木もあり、中国人の友人が喜んで

実を拾っていた。運動場の南側には木蓮の

木があり、記念会館の近くには三椏の木が

あった。いずれも季節になると、素晴らし

い花を咲かせていた。 
私は短期大学部女声合唱団に入団したの

だが、先輩たちは話題豊富な方々で、都市

伝説ならぬ「愛大伝説」を聞かされた。夜

中に運動場を横切ると、下からにゅっと手

が出てきて、足首をつかまれるとか、短大

門の鞠つき女、副門の線香爺とか、軍服姿

の男が歩いているなど。さすが歴史ある大

学。陸軍第 15 師団跡。北門を入った所に

は学生寮の建物があった。未だ馬場の残る

大学。かつて軍の司令部が置かれ、若き頭

脳たちが国の威信をかけて戦った場所。そ

こにはいろいろな夢と苦悩が満ち溢れてい

ただろう。私たちにはわからない、想像も

できない青春の日々が存在していたのだ。

私は一度もお目にかかったことはないが、

夜間しんと静まり返った学内にいると、出

てもおかしくないなと思った。高くそびえ

る梢だけが知っているのかもしれない。 
 
４．中田祝夫先生

小学館『古語大辞典』（1983 年）の編著

者、中田祝夫先生には、3 年次の必修科目

「国語学演習」（隔週で 2 コマ続き）を教

わった。テキストは中田祝夫編『講座国語

史（全 6 巻）第 2 巻 音韻史・文字史』（大

修館書店 昭和 57年六版））だったと思う。 
ある日の授業で、先生はいつものように

講義を始められ、私たちはテキストを見な

がら静かに先生の話を聞いていた。「あれ？

先生の声が聞こえない」一同が前に座られ

ていた先生を見ると、先生は眼鏡を頭の上

にずらし、目をつむっていらっしゃった。

「あれ？どうしたんだろう」私たちはしば

らく先生を見つめていた。先生は微動だに

しない。明らかにおかしい。私たちは顔を

見合わせどうすべきか探った。何分経過し

たのだろう。突然、先生が目を開けて、「あ

あ、僕、眠っちゃったよ～」とおっしゃっ

た。私たちはしばし唖然として、プッと笑

ってしまった。「先生は役者だな。私たちが

どうするか見ていたんだ。何てお茶目な人

だろう」先生は国語学の権威でいらっしゃ

ったが、偉大なる教育者でいらっしゃった

と思う。 
中田祝夫先生は、10 年の歳月をかけて

『古語大辞典』を出版された。4 年生にな

って、私は『古語大辞典』にご署名をお願

いしたいと思い、学内の書店で購入し、辞

典を抱えて教室の外で先生の講義が終わる
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のを待ち、「先生、一筆お願いします」と申

し出た。先生は笑顔で私を研究室に伴い、

墨をすって真新しい辞典の扉に署名してく

ださった。 
中田祝夫先生は石の収集がご趣味だった。

ご自宅の庭には各地の石が置かれていると

いう噂だった。文学専攻科の講義の日に、

先生が小さな木箱を持って来られ、私たち

に木箱の中の石を見せてくださったことが

あった。その木箱は私たちが文学専攻科を

修了する直前まで文学専攻科の部屋に置い

てあった。先生の最終講義を前に、私は密

かな企みをした。学内の「哲学の森」で適

当な大きさの石を広い、文学専攻科 4 名の

名前を書き入れ、先生の木箱にこっそり忍

ばせておいたのだ。果たして先生は気づか

れるだろうか。最終講義の日、私たちは先

生に木箱をお渡しした。先生は中を見ずに、

持ち帰られた。どきどきしていた私たちは

拍子抜けした。 
私はその後もずっと石のことが忘れられ

ずにいた。平成 8 年の年賀状に、石のこと

を歌にして書き、投函した。「思い込め我が

名記ししあの石は名高き石の陰になるら

む」だったと思う。その後、6 月 12 日に思

いがけず先生からお手紙を頂戴した。そこ

には、先生のお手紙と新人物往来社刊の雑

誌に掲載された先生の記事「甕から溢れ出

る旅の記憶―名所旧跡の石ひろい」のコピ

ーと平成 8 年 3 月 5 日から 3 月 12 日掲載

の新聞記事「シルクロードの旅から①～⑥」、

そして私たちが先生の木箱に忍ばせたあの

石のコピーが同封されていた。しかも、石

の両面のコピー。「先生ってば！」私は先生

の手紙を読んで、涙が止まらなかった。 
私の記憶にある先生の最後のお姿は、豊

橋駅での別れの時。平成 9 年 6 月 29 日に

先生が愛知大学国文学会にいらっしゃった

際、私が豊橋駅まで先生に同行し、新幹線

のホームでお見送りした時、動き出した新

幹線の車内で、先生がずっと座席の横にお

立ちになり、ホームにいる私に右手を挙げ

ていてくださったお姿。私がホームで涙し

たのは言うまでもない。 
 
５．国文学研究室

国文学研究室は 2 号館 1 階の東側にあっ

た。＜資料１＞に「国文学研究室規約」、＜

資料２＞に「国文学研究室図書規約」を付

す。いずれも新入生に配布されたものであ

る。 
国文学研究室での思い出は変体仮名講習

会である。1 年生の時に 4 年生の先輩お二

人が変体仮名を教えてくださった。おかげ

で 2 年生になって、井野口孝先生の「国語

学史」（金曜日 1 時限）の講義で変体仮名

資料が提示された時、少しは読むことがで

きた。 
3 年生になった時に、国文学研究室の役

員をしていた同期の安井茂雄君が「変体仮

名講習会やらん？」と声をかけてくれ、3
年生の分際で毎週月曜日の 1 限に、1 年生

といっしょに勉強する機会を得た。その時

の後輩の一人は、講習会で私がわからなか

った仮名について、わざわざ私の自宅に電

話をしてくれて、「先輩、これは○○本の文

字じゃないですか？」と教えてくれた。日

比野浩信君は、今や大学で教鞭を執ってい

る古筆の研究者である。講習会に参加して

くれた後輩のほとんどが、後に「先輩に教

えてもらった変体仮名、忘れちゃいました

よ」なんて笑っていたが、あの時、変体仮

名の「源氏物語」を真剣に読んだことは、

私にとって貴重な時間であった。 
そして、変体仮名講習会の講師だった南

沢稔先輩が、1 年生の私に「自分は卒業論

文にできなかったけど」と渡してくださっ

た一冊の本『三河物語 葉隠』（日本思想体

系 26 岩波書店 1974 年）によって、私

は「三河物語」を知ることとなった。「三河
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物語」は、久曽神昇先生、中田祝夫先生が

研究対象とされたことのある書だったので

ある。 
 
６．卒業論文

私の卒業論文題目は、「『三河物語』の研

究‐表記の傾向と特徴」である。「三河物語」

は平成 20 年に宮城谷昌光著『新三河物語

上・中・下巻』（新潮社）が発行され、世に

知られたのではないだろうか。「三河物語」

の書誌は久曽神昇先生が、中田祝夫編『原

本三河物語』＜影印篇、研究・釈文篇＞（勉

誠社 昭和 45 年）の序文で次のように述

べられている。 
 

三河物語は、徳川家三代に歴任した大

久保彦左衛門忠教が、その子孫のために、

主家ならびに自家の経歴を縷述したもの

ではあるが、唯に大久保氏一家のみなら

ず、徳川幕府創立期の研究資料としても、

極めて貴重な文献であり、またその人生

観を如実に披瀝せる文学作品としても、

忘却すべからざる著書であり、早く明治

天皇の天覧を賜はり、ついで明治二十三

年はじめて印行せられ、更にその後も東

京帝国大学その他で、繰返し公刊せられ

たが、今なほ普及するに至つてゐないの

は遺憾である。（中略） 
著者大久保忠教は、言ふまでもなく碩学

であつたわけではなく、言はば、戦国時

代の一武弁に過ぎなかつたのであり、仮

名遣の誤謬、方言の混用もあり、殊に漢

字の誤用が著しく、古拙な筆画も多く、

古体字・異体字も存し、極めて難読、難

解であるので、精確な釈文の必要が痛感

せられるに至つた。幸いにして、中田祝

夫博士の真摯なる御尽力によつて、周到

精緻なる釈文が成り、必要な箇所には、

懇切なる注解も加へられ、理想に近いも

のと成つた。（以下、略） 

私に「三河物語」を紹介してくださった

のは、前述の先輩である。歴史書には全く

興味がなかったし、中を見ると、「何だこれ

は。訳のわからない字はあるわ、表記が乱

れているわ、何なんだこの本は」と思った。 
3 年生の後期に、4 年次の「演習」担当

の指導教授を希望するにあたり、45 名そこ

そこの学生に対し、8 名の指導教授がいら

っしゃっただろうか。卒業論文のテーマに

ついては、「東海道中膝栗毛」にしようか「堤

中納言物語」にしようかとも思ったが、結

局「三河物語」に決めた。そして、なぜか

山内啓介先生のゼミに入ることになった。

山内ゼミの学生はてんでばらばらな卒業論

文テーマだった。大江健三郎、小林秀雄、

「源氏物語」などなど。そこに「三河物語」

の私。 
山内ゼミは、「演習」の授業では「源氏物

語」をテキストとして、ゼミ生が順に発表

した。自分の卒業論文とは別に「源氏物語」

の語彙を調べなければならず、毎週必ず授

業があるので、他のゼミの学生からは「山

内ゼミは大変だ、かわいそうに」と囁かれ

ていたようだ。 
山内先生には徹底的にしごかれた。なぜ

そう思うか、なぜそう言えるのか、根拠は

何か。容赦なく突っ込まれた。「久野さん、

よく泣かなかったね。私なら泣いちゃうわ」

と岡香里さんが慰めてくれたことがあった。

中国の大学から交換研究員として来られた

先生もゼミに参加されていて、「よく我慢し

ましたね。あれはあなたのためですよ」と

言ってくださった。 
4 年生の 7 月には愛知県の教員採用試験

受験、9 月には出身高校での教育実習があ

ったので、あっという間に時間が流れてい

った。しかし、新たな交流も生まれた。教

育実習で一緒になった衛藤真理子さんとは

出身高校が同じだったのに、それまで話し

たこともなかったのだが、実習期間中に意
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気投合し、卒業旅行へも出かけるほどにな

った。彼女は私に、「1 年生のころ、名大が

あきらめられなくて、授業に行ってみたの。

でも、学生が多くて、あそこじゃ自分がど

こにいるか埋もれそうだと思って、愛大に

落ち着こうと思った」と言った。「なるほど、

賢いな」と思った。 
卒業論文の提出期限は、他の学部（1 月

提出）より早く、かつ製本して提出しなけ

ればならず、製本業者に依頼する期間も考

えると、12 月の初旬には完成させなければ

ならなかった。しかも、当時は原稿用紙に

手書きである。下書きを見ながら清書して

いると、だんだん手が疲れてくるので、字

が乱雑になってくる。とはいえ、提出期限

が迫ってくるので、仕方がない。提出後の

口頭試問に備えて、すべてコピーをし、コ

ピー版も製本した。たぶん他の学生たちも

同様にしていたと思う。 
卒業論文の体裁については、山内先生が

先輩の卒業論文を見せてくださったので、

章立てや後注や参考文献の書き方など、大

いに参考にさせていただいた。昭和 61 年

12 月 23 日に教務課窓口で卒業論文を提出

した時には、ひとまずやれやれと思った。

女声合唱団の同期（法経学部経済学科）は、

「お正月前に提出できてうらやましいわ、

こっちはお正月どころじゃない」なんて言

っていた。 
 
７．図書館

私は 1 年生のころから図書館にいるのが

好きで、時間があると、図書館に行ってい

た。別に勉強が好きだったからではなく、

「図書館の君」に会うためだった。自分で

書庫に入れるようになるまでは、よく図書

館職員の山田さんにお世話になり、書庫か

ら本を持ってきていただいた。私たちは山

田さんのことを密かに「半袖のおじさん」

と呼んでいた。どの季節も半袖シャツを着

ていらっしゃったからだと思う。 
第一書庫も素晴らしかったが、当時は古

い第二書庫も素敵だった。木の階段があっ

て、歩くとぎしぎし音がして、しかも 2 階

から下が透けて見えていた。図書館のあの

匂い。図書館へ行くと、なぜかトイレへ行

きたくなる不思議。第一書庫の 1 階には電

動式の書架があり、女声合唱団の先輩（法

経学部法学科）が「図書館殺人事件が起こ

りそうね」なんて冗談を言っていた。第一

書庫の 5 階には霞山文庫など、先生がたが

寄贈された貴重な図書が保管されていて、

途中にもうひとつ扉があり、一人で行った

時には、この扉が開かなくなったらどうし

ようなどと思ったものである。当時は、携

帯電話もなかったのだから。 
4 年生になると、ゼミの準備と卒業論文

作成のため、図書館にこもることも多くな

った。それまであまり話したことがなかっ

た同期と情報交換したり、進捗状況を話し

たり、学部を超えて互いに共感し、体調を

気づかい、不安を埋め合っていた。岡本か

の子を卒業論文のテーマにしていた辻典子

さんが、「岡本かの子が泳いできて、水面か

ら顔ががばっと出てきた夢を見たわ」と真

顔で話してくれた。みんな必死なのだと思

うと、頑張れた。 
 
８．文学専攻科

愛知大学文学部文学専攻科国文学専攻は

昭和 31 年 4 月に設置され、平成 4 年 4 月

に廃止された。廃止された理由は、平成 3
年 4 月に大学院に文学研究科修士課程が設

置されたためであろう。 
昭和 62 年度、文学専攻科の講義は以下

であった。 
 
上代文学特殊講義（隔週 A 水曜日１・

２時限）：中田祝夫先生 
中古文学特殊講義（木曜日 2 時限）：
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久曽神昇先生 
中世文学特殊講義（金曜日 2 時限）：

沢井耐三先生 
近代文学特殊講義（水曜日 3 時限）：

大磯義雄先生 
国語学特殊講義（土曜日 1 時限）：山

内啓介先生 
和歌史（土曜日 2 時限）：藤井隆先生 
小説史（隔週 B 水曜日１・2 時限）：

山田謙次先生 
国語史（木曜日 1 時限）：中出惇先生 
国語学演習（木曜日 3 時限）：津之地

直一先生 
 
私を含め 4 名の学生（全員山内ゼミ）は

高校教員志望、入学試験の面接の際に、口

をそろえて、もっと国文学の基礎知識を学

びたいと言っていたとのこと。一年間で単

位を修得し、修了する。たった４名の学生

に対し、上記の先生がたの講義が行われて

いたのだから、何ともありがたい、贅沢な

ことであるが、レポート作成は大変だった。 
大磯先生は芭蕉研究、藤井隆先生は和歌

研究の第一人者。久曽神先生は「源氏物語」、

中田祝夫先生は「あゆひ抄」、沢井先生は「と

はずがたり」を扱われたと思う。先生がた

の講義は魅力的だったが、中出惇先生（そ

の後、間瀬姓に改姓）の講義は、先生の穏

やかな口調に誘われ、どうしても眠くなっ

てしまった。私たちのすぐそばで先生がお

話されているので居眠りするわけにいかず、

眠気と戦っていた。 
ある日、安井茂雄君が、「何かノートにさ

あ、よくわからない線が書いてあるんだよ

ね」と言ったので、笑ってしまった。安井

君は鉛筆を握ったまま寝ているし、後藤恵

理子さんは微笑を浮かべて目をつむってい

るし、鈴木昌代さんは姿勢そのままで動か

ないし、ひとり残された私はひやひやしな

がら先生の話を聞いていたのだから、先生

はどう思っていらっしゃったのだろう。 
私たちが文学専攻科に入学した時、詩人

の北川透先生が愛知大学に赴任された。北

川先生は文学専攻科には関わっていらっし

ゃらなかったのだが、空き時間に文学専攻

科の部屋で勉強会を開いてくださった。き

っと安井君の働きかけだったのだろう。 
北川先生は私たちに教えてくださった。

「素晴らしい作家が出ましたよ。吉本ばな

なと村上春樹です」まるで宝物を見つけた

少年のようだった。吉本ばななの『キッチ

ン』と村上春樹の『羊をめぐる冒険』を忘

れることはできない。両氏の作品は今でも

手に取る。 
私たちは文学専攻科を修了し、安井君は

めでたく愛知県立の高校の国語科教員とな

り、後藤さんと鈴木さんと私は短期大学部

留学生別科と高校の非常勤講師を掛け持ち

することになった。私が平成 8 年に大学院

文学研究科日本文化研究コースに入学する

にあたっては、沢井先生に指導教授をお願

いした。現在に至っても、藤井隆先生、間

瀬先生、山内先生、黒柳先生、沢井先生と

のつながりは続いている。 
 
おわりに

愛知大学に入学していなかったら、今の

私はないだろう。大げさかもしれないが、

研究とは何ぞや（研究に対する意欲と姿勢）、

教育とは何ぞや（学生を大切に育てる愛情）

というシャワーを浴びた。久曽神先生のお

言葉「後で見直すことがないようにですね、

一度で扱うようにしているんです」が忘れ

られない。 
私は長い期間、愛知大学とつながってい

たので、大学への思いが強いのだと思う。

ここに述べたことは、私の断片的な思い出

であるが、決して美化はしていない。今も

心に残る当時の思いをそのまま述べたもの

である。愛知大学で出会った先生がたや職
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員の皆様、先輩、同期、後輩の皆様への感

謝の念は尽きない。拙稿から、一人の学生

がどのような思いで学生時代を過ごしてい

たのか、少しでもおわかりいただければあ

りがたいことである。 
なお、文中の「女声合唱団」と「短期大

学部留学生日本語別科」については、『同文

書院記念報 Vol.25』（2016 年度版）に拙稿

を掲載していただいている。 
 
 
久野 かおる（くの かおる）

昭和 62 年 愛知大学文学部文学科国文学

専攻卒業 
昭和 63 年 愛知大学文学部文学専攻科国

文学専攻修了 
平成 10 年 愛知大学大学院文学研究科日

本文化研究コース修士課程修

了 
平成 13 年 愛知大学大学院文学研究科日

本文化研究コース博士課程満

期退学 
平成 31 年現在 学校法人茶屋四郎次郎記

念学園 東京福祉大学名

古屋キャンパス留学生日

本語別科主任講師 
 

＜資料１＞国文学研究室規約

第一章 総則 
一．本研究室は文学部の研究機関の一つと

して国語国文学の研究促進を図る事

を目的として設置する。その指導は国

語国文学の専任教職員がこれにあた

る。 
二．本研究室は学生相互の連絡を保ち常に

健全な学問のできるように努める。 
三．愛知大学国文学会の諸事務はここに執

り行う。 
 
第二章 会員 

一．本研究室は下記の全ての学生により構

成される。 
○ 文学部文学科国文学専攻生 
○ 文学専攻科国文学専攻生 

 
第三章 役員 

一．本研究室には下記の通り役員を置く。 
○ 総務一名（副総務の内より一名兼

任） 
○ 副総務五名（各学年、専攻科より

それぞれ一名） 
○ 書記二名（二、三年生より各一名） 
○ 会計八名（一、二、三年生より各

二名、四年生、専攻科より各一名） 
○ 図書八名（一、二、三年生より各

二名、四年生、専攻科より各一名） 
○ 渉外七名（一、四年生、専攻科よ

り各一名、二、三年生より各二名） 
二．役員の任務は下記の通りとする。 
総務 総務は国文学会の副会長を兼任し、

全学年を代表して本研究室の管

理及び運営の責任を負う。 
副総務 副総務は国文学会の評議員を兼任

し、各学年を代表して本研究室の

管理及び運営上の責任を負う。ま

た必要に応じて各種役員会を召

集する。 
書記 書記は本研究室ならびに国文学会

の諸記録にあたりその責任を負う。 
会計 会計は本研究室の会計に関する諸

事務を行いその責任を負う。 
図書 図書委員は本研究室の図書の管理

及び運営にあたりその責任を負

う。詳しくは国文学研究室図書規

約による。 
渉外 渉外は諸行事に関する交渉及び進

行にあたり会員相互の親睦を図

る。 
三．役員の任期は一年とする。但し再選は

妨げない。任期は原則として各年度五
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月一日から翌年度の四月末日までと

する。 
 
第四章 事業 
一．本研究室は下記の事業を行う。 

○ 講演会及び研究発表会の開催 
○ 研修旅行の実施 
○ その他必要と認められる事業 
 

第五章 会計 
一．会員は本研究室運営費として各年度毎

に五百円を納入する義務を負う。 
二．会計年度は各年度四月一日より翌年度

三月三十一日までとする。 
 
第六章 国文総会 
一．本研究室は国文総会をその最高決議機

関と定める。 
二．総会は各年度一回以上開催するものと

する。 
三．総会の定足数は委任状を含めた出席者

数が全会員の過半数であることを要

する。 
四．総会での議決は出席者の過半数をもっ

てこれを決する。 
 
＜資料２＞国文学研究室図書規約

第一章 総則 
一．本研究室の図書は、国文学専攻生の研

究を助け増進することを目的として

設ける。 
二．その図書は、本大学の図書館の所蔵す

るものを、国文科教授の責任で貸出

（借出）されているものである。 
三．その図書に関する管理運営については、

研究室規約に基づき図書委員が（主と

して）これにあたる。 
四．その管理・運営上の責任は主として図

書委員・全役員が負うが、図書館に関

する責任 

は国文学専攻生の連帯責任である。 
第二章 役員 
一．図書委員は研究室規約第三章に基づき、

一・二・三年生各二名、四年生一名、

専攻科一名の八名により構成される。 
二．その任務（仕事）は主として本研究室

の図書に関する管理・運営である。 
三．図書委員に準ずるものとして本研究室

役員がその任務を代行することができ

る。 
四．図書委員は、決められた時間に在室し

なければならない。但し、上記に基づ

き役員が代行することができる。 
五．図書委員は、定期的に委員会を開き、

管理・運営についてその状態の把握に

努めなければならない。 
六．図書委員は、教授と相談し、図書移動

を決定することができる。 
 
第三章  図書の扱い方 
一．全ての図書は図書委員の管理下におき

勝手な移動・貸出を禁ずる。 
二．貸出・返却等については別章にて。 
三．図書室として東側の部屋をあて全ての

図書の閲覧は委員の許可がない限りこ

こで行う。 
四．公共の本であることを自覚し、研究者

として常識的に本を取り扱うこと。 
五．破損図書については早急に修理し紛失

本については可能な限り探すように努

める。 
六．破損・紛失の賠償については別章 
 
第四章 図書室（閲覧室） 
一． 本研究室東側の部屋を図書室兼閲覧室、

西側の部屋を研究室とする。（以後、

東側を図書室、西側を研究室と証する

こととする。） 
二．図書室開室は原則として図書委員会で

決定した日時とする。 
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三． 図書室は施錠し、図書委員が開閉する。 
四．図書室開閉時は、常時図書委員が在室

する。 
五．図書室使用時には当番委員は、日誌を

記入し図書室開閉の責任を負う。 
六．図書室入室の際には当番委員に学生証

を提示し許可を得ねばならない。 
七．図書室におけるいっさいの個人的私語

は慎まなければならない。又喫煙・飲

食を禁ず。 
八．上記各項においては、役員の代行を妨

げない。 
 

第五章 貸出返却規定 
一．図書の貸し出しは原則として禁止する。 
二．但し、卒論研究のため担当（指導）教

授が必要と認めた場合のみ貸出が許可

されることがある。期限は 14 日間、

役員の許可を必要とする。 
三．貸出返却手続きは次の如く。a、貸出

（帯出）はひとり三冊まで、b、帯出

希望者はその本を役員に提出し貸出ノ

ートに所定事項を記入し帯出する、c、
返却の場合も帯出と同じく必ず役員の

認印を必要とする。 
四．他学科の学生に対しても原則として貸

出は禁止する。 
五．コピーなどの為の持ち出しの場合は必

ず役員を通し黒板に学籍番号、名前、

書名を明記すること。 
六．卒論貸出は一人三冊以内期間二週間、

延滞は一日につき 50 円の反則金を徴

収する。 
 
第六章 罰則 
一．上記規約に反し無断で図書を帯出した

場合は、一冊につき 1,000 円の罰金、

及び半年 
間の図書使用を禁止する。但し、紛失

発見より 14 日間以内に自主的に返却

の意思を表明した場合は罰金500円の

みとし 15 日以後に返却の意思を表明

した場合は罰金 1,000 円と 14 日間を

越えたと同日間の図書使用を禁止す

る。 
二．紛失の場合はその図書の時価を徴収す

る。 
三．破損の場合は修理費の負担をしてもら

う。 
四．その他、規約に反する行為がなされた

場合は応じて罰則が加えられる。 
（尚、罰則に関する権限は当研究室に存

し、総会により図書の管理・運営を委

任された図書委員にある。） 
 
＜資料３＞フレッシュマンセミナーのパ

ンフレット〔昭和 58 年 4 月 16 日（土）～

17 日（日）〕 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中には、愛知大学設立趣意書、津之地直

一先生記述「愛大の草創期」、本間喜一名誉

学長の「愛知大学を語る（二十周年記念講

演）」（昭和 42 年 11 月 14 日）、「愛大 ア

ララギ」（昭和 58 年 通巻 第 29 号）も

印刷されていた。 
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＜資料４＞昭和 62 年 3 月 20 日 卒業式後の国文学専攻謝恩会にて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
＜資料５＞先生がたの書（文学専攻科修了にあたり、一筆お願いした。） 
 

↓久曽神昇先生書  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
↓津之地直一先生書 
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↓中田祝夫先生書  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
↓大磯義雄先生書 
 

↓北川透先生書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

＜資料６＞中田祝夫先生がお好きったことば 
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